
【第 1 部特選：さがそう むしのすきなばしょ】 

浜田市立岡見小学校 ２年  山本 幸來 

身近な疑問から始まった虫の調査が、統計的な視点へと広がっています。複数の場所で種

類ごとに丁寧に数を数え、「虫は暑さが苦手で草に隠れる」という自分の考察に結びつける

思考の深さが素晴らしい。色やシールで工夫した見やすい表現も、調べたことを他の人に伝

える工夫が感じられます。 

 

 



【第２部特選：ペットボトルフリップ大じっけん！ペットボトルが立つひみつをさぐろう！】 

出雲市立高浜小学校 ３年  小野 宏明 

 友達との遊びをきっかけに始まった「ペットボトルフリップ大じっけん」。ユニークな着

眼点と、成功の秘密を知りたいという素朴な疑問を合計 100 回の実験で徹底的に調べ抜く

行動力が素晴らしい。ペットボトルの形状別に比較する表やグラフで、データを見やすく表

現する工夫も光ります。家族と一緒に実験しているほほえましい光景が目に浮かびます。 

 

 



【第３部特選：給食タイムマシーン 2018→2025】 

出雲市立平田小学校 ６年  岸本 芽 

毎日の給食から物価高という経済問題を見つけ、丁寧に調査・考察した研究です。詳しい

データに基づくグラフ展開と、項目ごとの効果的な使い分けが素晴らしい。テーマにふさわ

しい色づかいで統一され、きっかけから調査、考察までが分かりやすくまとめられています。

身近な疑問を深く掘り下げた、よく整理された作品です。 

 

 



【第４部特選：20 分の昼寝で脳がかわる！？】 

島根大学教育学部附属義務教育学校後期課程 ２年 影山 菜帆 

中学生の学校生活から「昼寝と眠気」というテーマを設定。約 300 人のアンケートと HP

資料を組み合わせ、多角的に分析する工夫が優れています。グラフを細かく読み解き、円グ

ラフと棒グラフを使い分けて見やすく表現。実態調査と資料調査が織りまざった構成で、多

くの人の関心を引く身近な問題を、丁寧に掘り下げた作品です。 

 

 



【第５部特選：過疎をどうやって止めるか？～神々の国・島根のいまとこれから～】 

松江市立第二中学校 ３年  岡田 泰輝 

島根県の過疎化という地域の大きな課題に真摯に向き合った研究です。現状分析にとど

まらず、過疎化を止めるための具体的な対策を提案しようとする姿勢が素晴らしい。複数デ

ータから考察し、問題提起から解決策へと深く思考を展開。島根県らしいテーマ選びと、色

づかい・まとめ方の美しさで、社会的課題を主体的に考える力が伝わる作品です。 

 

 



【第６部：誰のため？何のため？～コンビニエンスストアトイレの実態～】 

 島根県立松江北高等学校 ２年  影山 亜胡 

コンビニエンスストアのトイレという身近でありながら社会性の高いテーマを選択。有

料化問題まで視野に入れた一貫した分析が秀逸です。経済面・道徳性など多角的に掘り下げ、

日本の「あたりまえ」を問い直すメッセージ性に富んでいます。精緻で美しいグラフ表現と

まとめのクオリティが高く、世界的視野を持つ問題提起として、深い思考力が伝わる作品で

す。 

 


